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第１学年 理科 １年間の学習と評価について 

春日部市立東中学校 

１． 学習目標 
【生 物】 特徴を知り、からだの基本的なつくりを理解できる。見通しをもって分類し、その結果 

を表現できる。 
【化 学】 性質や状態変化のしくみなどを理解できる。見通しをもって規則性や関係性を見出し、 

その結果を表現できる。 
【物 理】 決まりや関係を理解できる。見通しをもって規則性や関係性を見出し、その結果を表現 

できる。 

【地 学】 特徴を理解できる。見通しをもって気息性や関係性を見出し、その結果を表現できる。 

 
２．年間の授業計画と学習のねらい 
学期・月 学習の内容 学習のねらい 

１
学
期 

４月 ０オリエンテーション(１) 
・身近な植物の観察 
・スケッチ、ルーペの使い方 
・顕微鏡、微生物の観察 

・理科の目的、学習内容の見通しを立てる。 
・スケッチの仕方、顕微鏡の使い方、観察の仕方
を学ぶ。 
・身近な植物を知る。 

5月 １植物と動物の世界 
・花のつくりとはたらき 
・植物の分類 
・動物の分類 

・花のつくりとはたらきについて理解し、説明す
ることができるようになる。 
・植物や動物の分類の仕方について、共通点や相
違点を調べ、分類するための観点や基準を見出す
ことができるようにする。 

6月 

7月 

２
学
期 

9月 ２身の回りの物質 
・物質の区別の仕方 
 カスバーナーの使い方 
 レポートの書き方 
 有機物と無機物 
 金属と非金属 
 密度 
・状態変化 
 状態変化と密度 
 状態変化と粒子モデル 
 状態変化と温度 
 グラフの描き方 
 純粋な物質と混合物（蒸留） 
・気体の性質 
・水溶液の性質 
 溶けるとは 
 濃度 
 溶解度 
 ろ過 

 
・物質の共通点と相違点を見出いし、物質の分類
を行うことができるようになる。 
・ガスバーナーの使い方を身につける。 
・密度について理解を深め、計算ができるように
なる。 
 
 
・状態変化について調べ、粒子モデルを用いて説
明することができるようになる。 
・状態変化と温度の関係について調べるとともに
グラフの描き方を身につける。 
 
 
・気体の性質について調べ分類ができるようにな
る。 
・“溶ける”とは何かについて調べ、説明できる
ようになる。 
・濃度、溶解度について理解を深め、計算ができ
るようになる。 
・ろ過の仕方について学び、ろ過ができるような
る。 

10月 

11月 

12月 ３身の回りの現象 
・光 
 光の直進と反射と屈折 
 凸レンズの仕組み 
・音 
・力 
 力の表し方 
 力のつり合い 

・光の３つの性質について学び、図で説明できる
ようになる。 
・凸レンズについて実験を行い、その仕組みを説
明できるようになる。 
 
・音について実験を行い、その性質を説明できる
ようになる。 
・力の表し方やはかり方について学び、説明でき
るようになる。 
・力のつり合いを図で表すことができるようにな
る。 

３
学
期 

1月 
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2月 ４変動する大地 
・地震 
 地震の基礎知識 
 地震の仕組みと災害 
・火山 
 火山のでき方 
 マグマと鉱物と岩石 
・地層 
 地層のでき方と堆積岩と化
石 
 柱状図 

・地震について理解し、地震の仕組みについて説
明できるようになる。 
・地震に関する災害について理解を深め、備えた
行動ができるようになる。 
・火山のでき方について理解を深め、沈み込み帯
について理解を深める。 
・岩石を構成する鉱物について学び、火山の形の
岩石の分類を説明できるようにする。 
・地層のでき方について学び、堆積岩の分類や化
石について説明し、柱状図を理解できるようにな
る。 

3月 

 
３． 評価の観点と方法 
≪知識・技能≫ 

  植物の体のつくりとはたらき、植物の分類、物質の性質、光・音・力、地震・火山・地層について
の基礎的な知識を身につけ、各事象の仕組みを理解している。顕微鏡やルーペ、ガスバーナー、ろ
過など観察・実験に必要な技能を身に着け、観察や実験に取り組むことができる。 

≪思考力・判断力・表現力≫ 
   植物の体のつくりとはたらき、植物の分類、物質の性質、光・音・力、地震・火山・地層につい

て科学的に探究しようとしている。比較や関連付け、条件制御、推論を活用し、観察や実験の結果
を科学的に考え、規則性や関係性、共通点や相違点、分類するため観点や基準を見出して表現する。 

≪主体的に学習の取り組む態度≫ 
   植物の体のつくりとはたらき、植物の分類、物質の性質、光・音・力、地震・火山・地層につい

て進んで関わろうとしている。また見通しをもったり振り返ったりするなど、科学的に探究しよう
としている。 
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第２学年 理科 １年間の学習と評価について 

春日部市立東中学校 

２． 学習目標 
【生 物】 動植物のからだのつくりについて理解できる。探求する方法が身につく。探求するため 

の計画を立て方、探求の結果を考察する方法、それを表現する力が身につく。 
【化 学】 原子・分子モデルの関連を理解できる。探求する方法が身につく。探求するための計画 

を立て方、探求の結果を考察する方法、それを表現する力が身につく。 
【物 理】 電流のはたらきや決まりについて理解できる。探求する方法が身につく。探求するため 

の計画を立て方、探求の結果を考察する方法、それを表現する力が身につく。 
【地 学】 天気の変化や決まりと四季の特徴を理解できる。探求する方法が身につく。探求するた 

めの計画を立て方、探求の結果を考察する方法、それを表現する力が身につく。 
 
２．年間の授業計画と学習のねらい 
学期・月 学習の内容 学習のねらい 

１
学
期 

４月 

０オリエンテーション(１) 
１化学変化と原子・分子 
・物質の成り立ちと化学変
化 
 原子と化学式 
分子 
 分解 
 化学反応式 
・いろいろな化学変化 
 化合 
 酸化還元反応 
 吸熱・発熱反応 
・化学変化と物質の質量 
 質量保存の法則 
倍数比例の法則 

・理科の目的、学習内容の見通しを立てる。 
 
・物質の成り立ちについて理解を深め、物質を化学
式で用いて表すことができるようになる。 
・様々な化学反応について理解を深め、化学反応を
化学反応式で表すことができるようになる。 
・観察、実験を繰り返し行い、ガラス器具を正しく
扱えるようになる。 
・見通しをもって解決する方法を立案して観察、実
験を行い、その結果を分析して解釈し、質量保存の
法則や倍数比例の補足などの規則性や関係性を見出
して表現することができるようになる。 

5月 

6月 

7月 

２動物の世界 
・生物のからだと細胞 
 細胞 
・生命を維持するしくみ 
 消化・吸収 
 呼吸 
 循環 
 排出 
・行動する仕組み 
 刺激と反応 
 感覚器官 
 体が動く仕組み 
・動物のなかまの進化 
動物の分類 
 動物の進化と変遷 

 
・生物の体が細胞からできていることを知る。 
 
・生物が生きるために行っている消化、吸収、呼吸、
循環、排出について学び、説明できるようになる。 
・対照実験を行い、結果を分析して根拠を持って結
論を導くことができるようになる。 
 
・刺激に対する反応の仕方を学び、日常生活と関連
付けて説明ができるようになる。 
・感覚器官と体を動かす仕組みについて学び、環境
と関連付けて説明ができるようになる。 
・動物の分類の仕方について、共通点や相違点を調
べ、分類するための観点や基準を見出す事ができる
ようにする。 
・動物の進化について学習し、進化の仕組みや生存
競争について理解を深め、持続可能な社会の実現に
ついて考えることができるようになる。 

２
学
期 

9月 

10月 

３電流とそのはたらき 
・電流と電圧 
 回路図 
 電流と電圧 
 オームの法則 
 電力と発熱量 
・電流の正体 
 静電気 
 放電と電子 
・電流と磁界 

・回路を回路図で表し、組み立てられるようになる。 
・電流と電圧を器具で測定できるようになる。 
・オームの法則について理解し、計算することがで
きるようなる。 
・電力と発熱量について理解し、実生活の問題を解
決することができる。 
・真空放電の実験を通して、電流の正体を考察し、
電子であることを導くことができる。 
 
・磁界を磁力線を用いて表すことができるようにな

11月 

12月 
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３
学
期 

1月 

 磁界の様子 
 電流と磁界の相互作用 
 電磁誘導 
 直流と交流 

る。 
・電流の磁界の相互作用によって生じる力の向きや
大きさを求めることができるようなる。 
・電磁誘導について学び、発電所で作られる電流に
ついて説明ができるようになる。 

４天気とその変化 
・大気の性質と雲のでき方 
 水の循環 
 温度と飽和水蒸気量 
・天気の変化 
 気象観測 
 気圧（圧力） 
前線と天気 
・大気の動きと日本の天気 
 大気の循環 
 気団 
 季節風と海陸風 
 海流 
 日本の四季の天気 

・水の循環について理解する。 
・飽和水蒸気量について学び、湿度の計算ができる
ようになる。 
・飽和水蒸気量と上昇気流の仕組みから雲のでき方
を説明できるようになる。 
・気象観測の基礎的な知識・技能を身につける。 
・圧力について理解し、計算できるようになる。 
・温帯低気圧に伴う前線の仕組みを理解し、気象観
測の結果から天気の変化を読み取ることができるよ
うになる。 
・日本の気象に影響を与える要素について 1 年生の
知識を用いて学び、理解を深める・ 
・日本の四季について学び、日本の気象に影響を与
える要素と関連付けて、天気の変化を説明できるよ
うになる。 

2月 

3月 

 
４． 評価の観点と方法 
≪知識・技能≫ 

  原子や分子、様々な化学反応、生物の細胞とはたらき、動物の分類の仕方、電流と磁界、大気の循
環、天気の変化等についての基礎的な知識を身につけ、各事象の仕組みを理解している。また、さ
まざまな薬品やガラス器具、電源装置、気象観測器具など観察・実験に必要な技能を身に着け、観
察や実験に取り組むことができる。 

 
≪思考力・判断力・表現力≫ 

  原子や分子、様々な化学反応、生物の細胞とはたらき、動物の分類の仕方、電流と磁界、大気の循
環、天気の変化等について見通しをもって解決する方法を立案して観察、実験を行い、その結果を
分析して解釈し、規則性や関係性を見出して表現することができる。 

 
≪主体的に学習の取り組む態度≫ 

  原子や分子、様々な化学反応、生物の細胞とはたらき、動物の分類の仕方、電流と磁界、大気の循
環、天気の変化等について進んで関わろうとしている。また見通しをもったり振り返ったりするな
ど，科学的に探究しようとしている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

- 5 - 

第３学年 理科 １年間の学習と評価について 

春日部市立東中学校 

３． 学習目標 
【生  物】 生物の世代間のつながりや異なる種類間とのつながりを理解できる。探求する方法が 

身につける。探求結果を考察する法、表現方法、探求をふり返る方法が身につく。 
【化  学】 日常生活との関連を理解できる。探求する方法が身につける。探求結果を考察する方 

法、表現方法、探求をふり返る方法が身につく。 
【物  理】 日常生活との関連を理解できる。探求する方法が身につく。探求結果を考察する方 

法、表現方法、探求をふり返る方法が身につく。 
【地  学】 宇宙のつくりと天体の動きを理解できる。探求する方法が身につく。探求結果を考察 

する方法、表現方法、探求をふり返る方法が身につく。 
【最終単元】 エネルギーや物質の利用、持続可能な社会についての重要性を理解できる。探求する 

方法が身につく。探求結果を考察する法、表現方法、探求をふり返る方法が身につ
く。 

 
２．年間の授業計画と学習のねらい 
学期・月 学習の内容 学習のねらい 

１
学
期 

４月 オリエンテーション(１)  
１運動とエネルギー 
第１章 力のつり合い  
・水圧と浮力 
・力がつりあい 
・力の合成・分解    
・物体にはたらく力 
第２章 力と運動 
・物体の運動 
・力を受け続けるときの運動 
・力を受けないときの運動 
第３章 仕事とエネルギー 
・仕事 
・道具と仕事 
・エネルギーとは何か 
・エネルギーの変換 
・エネルギーの保存と効率的な利用 

・水圧と浮力の関係を見出す。 
・１つの物体の間にはたらく２力がつり
あうときの条件を見出す。 
・力の合成と分解について理解する。 
・作用、反作用の法則を理解する。 
 
・物体の運動の記録のしかたを身につ
け、運動には速さと向きがあることを知
る。 
・物体が力を受け続ける、力を受けてい
ないときの運動について実験を行い、そ
れぞれの運動の特徴を見出す。 
・仕事と仕事率について理解する。 
・物体のもつエネルギーの量は他の物体
にできる仕事で測れることを理解する。 
・運動エネルギーと位置エネルギーが相
互に移り変わることを見出し、力学的エ
ネルギーの総量が保存されることを理
解する。 
・エネルギーにはいろいろな種類があ
り、相互に移り変わることを理解する。 

5月 

6月 

7月 ２生命のつながり 
第１章 生物の成長と細胞 
・細胞と生物の成長 
第２章 生物の生殖と細胞 
・生殖 
・染色体と形質 
第３章遺伝の規則性 
・遺伝の規則性 
・DNA 

 
・体細胞分裂を観察し、その過程を確か
め、細胞分裂を生物の成長と関連づけ
る。 
・生物の生殖と遺伝のしくみや規則性を
理解する。 
 

２
学
期 

9月 

２化学変化とイオン 
第１章 水溶液とイオン 
・水溶液と電流 
・イオン 
第２章 酸・アルカリとイオン 
・酸性とアルカリ性の水溶液 
・酸・アルカリの正体 
・中和 
第３章 電池とイオン 
・電池 
・身のまわりの電池 

・水溶液には電流が流れるものと流れな
いものがあることを見出す。 
・イオンの存在を知り、イオンの生成が
原子の成り立ちに関係することを知る。 
 
・酸性とアルカリ性の水溶液の性質を調
べ、それぞれの特性が水素イオンと水酸
化物イオンによることを知る。 
・酸とアルカリを混ぜると水と塩が生成
することを理解する。 
・電解質の水溶液と２種類の金属板で電

10月 

11月 
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流が取り出せることを見出す。 
・身のまわりにどのような電池があるか
調べる。 

３生物と環境 
第１章 自然界での生物のはたらき 
・生物と外界 
・生態系 
第２章 自然界のつり合い 
・生態系の中で生物の増減 
・生態系の中で物質移動 

 
・生物が外界とかかわって生きているこ
とを理解する。 
・生物どうしの間には食物連鎖というつ
ながりがあり、生態系の中の役割により
生産者・消費者・分解者にわけられるこ
とを理解する。 
・生物量について理解する。 
・生物量は変動しながらもつり合いが保
たれることを理解する。 

12月 

４地球と宇宙 
第１章 太陽系と宇宙の広がり 
・太陽系の姿 
・太陽 
・太陽系の天体 
・太陽系の外 
第２章 地球から見た天体の動き 
・天体の位置や動き 
・地球の自転による太陽の見え方 
・地球の自転による星の見え方 
・地球の公転による星の見え方 
・季節の変化 
・月や惑星の見え方 

 
・太陽の表面の様子や、惑星の形や動き
を観察し、資料にもとづいて、太陽系の
特徴や、惑星の特徴を理解するととも
に、惑星の公転と関連づけて太陽系の構
造をとらえる。 
・銀河系と銀河について知る。 
・地球の自転・公転によって天体がどの
ように動いて見えるかを理解する。 
・季節の変化と地球の運動との関係につ
いて理解する。 
 

３
学
期 

 

1月 
2月 

最終単元 自然・科学技術と人間 
・自然と人間 
・科学技術と人間 
・自然環境の保全と科学技術 
 
 
 
 
 
 

・身近な自然環境について調べ、様々な
要因が自然界のつり合いに影響してい
ることを理解する。 
・科学技術の進歩とともに生活が豊かに
なったことを知る。 
・これからの科学技術の可能性を考察す
る。 

3月 

 
５． 評価の観点と方法 
≪知識・技能≫ 

  運動とエネルギー、化学変化とイオン、生命のつながり、生物どうしのつながり、地球と宇宙につ
いての基礎的な知識を身につけ、各事象の仕組みを理解している。力・運動、化学変化とイオンの
実験に必要な技能を身につけ、観察や実験に取り組むことができる。 

 
≪思考力・判断力・表現力≫ 

  運動とエネルギー、化学変化とイオン、生命のつながり、生物どうしのつながり、地球と宇宙につ
いて科学的に探究しようとしている。比較や関連付け、条件制御、推論を活用し、観察や実験の結
果を科学的に考え、規則性や関係性、共通点や相違点を見出して表現できる。また，探究の過程を
振り返っている。 

≪主体的に学習の取り組む態度≫ 
  運動とエネルギー、化学変化とイオン、生命のつながり、生物どうしのつながり、地球と宇宙につ

いて進んで関わろうとしている。また見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しよ
うとしている。 

 
 
 
 


